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　STEM“Science, Technology, Engineering and Mathematics”教育は，教科，校種，学年の枠組みを
超え，生涯学習の要素を含んだものである。STEM教育の実践手法は，米国のSTEM教育の理論的支
柱である“K-12科学教育のためのフレームワーク（以下，「K-12」という。）”に示されている（National 
Research Council of the National Academies，2012）。「K-12」によれば，学習とは，領域コア概念，領域

























































　愛媛県内の国立高等学校総合学科 2 年生 4 名（進学希望者）が受講した「理科課題研究」の授業の中で，
著者らは，電磁気に関する課題研究を行った生徒 1 名の指導に年間を通じて関わった。なお，授業は，週








































































　実際の計測にあたっては，フェライト磁石 注 2）を，エナメル線を巻いたコイルと，図 8 のように回路
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1） 米国の公教育では，各州共通基礎スタンダード“Common Core State Standards”が導入されてい
る。具体的には，（ｱ）共通到達目標“College and career readiness standards”と，（ｲ）K-12“From 
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